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１．はじめに  肥培灌漑施設では、ふん尿スラリーに水を加えて希釈した後、攪拌しな

がら曝気することでふん尿スラリー中の有機物が分解し、臭いが低下する１）。既報２）では

室内実験により明らかにした、連続曝気時の臭気低下に必要な曝気時間を報告した。本報

では間欠曝気と連続曝気が臭気へ及ぼす影響について、室内曝気実験の結果を報告する。 
２．方法  Fig.1 に室内曝気実験装置の概要を

示す。室内実験では、現地施設から採取した乳

牛ふん尿スラリーに蒸留水を加えて TS4%に希

釈しものを使用した（以下、未曝気スラリーと

標記）。実験開始時のステンレス容器内には、事

前に 3L･min-1 の通気強度で 26 日間連続曝気し

たふん尿スラリー28L を投入した。実験中のふ

ん尿くみ出し、投入は、1 日 1 回、ステンレス

容器から曝気済スラリーを 2L くみ出した後、

未曝気スラリー2L を投入する手順とした。曝気

によるふん尿スラリーの変化を把握するため、

ふん尿くみ出し前の曝気中に、酸化還元電位

（ORP）を測定した。なお、曝気試験開始後 30
日目以降に投入した未曝気スラリーは、肥培灌

漑施設流入口から採取した試料の TS 濃度が 3.3
～3.5%であったため、希釈せずに投入試料として使用した。 

Table 1 に試験区毎の曝気条件を示す。4h 連続区および 6h 連続区では、それぞれ 4 時間

および 6 時間連続で 3L･min-1の通気強度で曝気を行った。4h 間欠区および 6h 間欠区では、

30 分の曝気後に 15 分曝気を停止することを繰り返して、それぞれの区の日合計曝気時間

が 4 時間および 6 時間となるように曝気した。 
臭気は、ステンレス容器からくみ出した曝気済スラリーを用いて 5 日毎に測定した。臭

気測定には、約 20℃の水槽内に静置した 5L ガラス容器に、畜環研式ニオイセンサ、外気

吸気用チューブ、温度計を接続した装置を用いた。畜環研式ニオイセンサは、(財)畜産環境

整備機構畜産環境技術研究所が市販のニオイセンサを用いて畜産臭の臭気指数を表示でき

るようにした測定器である３）。臭気測定手順は以下の通りである。臭気測定日にくみ出し

たスラリーおよび投入用スラリーを約 20℃の恒温槽内に 2 時間以上静置した。その後、臭

気測定直前にスラリー50g をプラスチック容器に入れてガラス容器内に静置し、速やかに

ガラス容器の蓋を閉め、5 分後の臭気指数を記録した。 
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Fig.1 曝気実験装置の概要 
Experimental device of continuous aerobic 

試験区名
液温
(℃)

曝気強度

(L･min-1)

日合計曝気時間

(h･d-1)
曝気間隔

4h連続区 連続通気

4h間欠区
30分通気、15分停止を

8回繰り返し

6h連続区 連続通気

6h間欠区
30分通気、15分停止を

12回繰り返し

30 3

4

6

Table 1 曝気実験の設定条件 
Setting conditions of continuous aerobic 
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３．結果および考察  Fig.2 に臭気指数の推

移を示す。ここでは、悪臭防止法により規制

を設ける場合の目安である臭気指数 20 を基

準とし４）、これよりも臭気指数が低下すれば

腐熟したと判断する。投入原料の臭気指数は

22～27 の範囲で推移した。投入する未曝気ス

ラリーの TS 濃度が 4%の 30 日目までは、曝

気時間が 4h･d-1 では連続区および間欠区とも

臭気指数が 20 よりも大きかった。曝気時間が

6h･d-1では連続区で 25 日目から臭気指数が 20
以下となったが、間欠区では 20 よりも大きい

値で推移した。投入する未曝気スラリーの TS
濃度が 3.3～3.5%となった後の 35 および 40
日目の臭気指数は、6h 連続区が最も小さく、

6h 間欠区、4h 連続区、4h 間欠区の順に値が

大きくなった。40 日目の臭気指数は、4h 間欠

区が 21 であり、その他の区は 7～12 と大きく

低下した。 
 Fig.3 に ORP の推移を示す。試験開始後、未曝気スラリーの投入に伴い各試験区の ORP
は低下し、7 日目以降には-400～-350mV を示した。18 日目からは 6h 連続区の値がやや上

昇し、23 日目に-170mV まで上昇した。このとき、6h 連続区の臭気指数は前述の通り 20～
25 日目以降に 20 以下となった。また、35 日目頃から 6h 間欠区および 4h 連続区の ORP が

上昇しており、このときの両区の臭気指数は前述の通り大きく低下した。既報２）では、4
時間の連続曝気では臭気が低下しないで ORP の上昇も認められず、8 時間の連続曝気では

臭気が 20 以下となり、その前後に ORP の上昇が観測された。 
 以上のことから、今回使用した実験装置および乳牛ふん尿スラリーの条件では、連続曝

気の場合は 6 時間以上の曝気で腐熟することがわかった。また、一日当たりの曝気時間が

同じ場合は、曝気時間を複数回に分ける間欠曝気よりも連続曝気の方が臭気を低減させる

効果が大きいとわかった。 
４．おわりに  現在、稼働中の肥培灌漑施設において臭気と曝気時間との関係を調査し

ており、今後、効率的で経済的にスラリーを腐熟させる曝気条件を明らかにしていきたい。 
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Fig.2 臭気指数の推移 
Odor index change through the study period 
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Fig.3 酸化還元電位の推移 
ORP change through the study period 
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